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中学校に入学したばかりの子どもたちに、小学校の
体育の授業でどのようなことを学んできたのかと問い
かけた。子どもたちは、小学校の頃の授業を以下のよ
うにふり返っていた。

・�体育ならではの友達とのかかわり方で仲を深める
ことを学んだ。

・�チームワーク、団結力、協力を学んだ。
・�できなかったことができるようになる達成感を学

んだ。
・�体を使って遊ぶ楽しさを知ることや単純に運動不

足を解消し健康に過ごすことを学んだ。
� など

このふり返りから、子どもたちが体育という教科の
学びを大きく二つの視点からとらえていると考えられ
た。

一つめは、運動種目を通して、体を動かしたり、仲
間と一緒に活動したりすることで運動の楽しさや協力
することの大切さを味わうという視点である。

二つめは、「どうしたらできるようになるのか」「相手
チームに勝つためにどうしたらよいだろうか」という
課題を見つけて、チームや個人でその課題を解決する
という視点である。

このような体育での学びを通して、子どもたちは各
運動種目の楽しさや取り組むことのよさなど、運動種
目の特性を味わってきた。

本校では、そのような子どもたちと運動種目に取り
組むことを目的にするのではなく、追求する問いにせ
まるために運動種目を利用することに着目して、学び
を進めてきた。以下は、「運動の効果とは」と「バトン
パスの不思議」の単元を経験しての子どもたちの感想
である。

・�小学校の頃は、ただ単元ごとそのスポーツを「楽
しむ」というものだったけど、今は、問いを出し、
仮説を立て、検証し、考察するというサイクルを
やってきて、当たり前だけど授業なんだと保体に
対しての見方が変わった。

・�「なぜ」という好奇心や根拠を考える力が身につい
た。

・�自分の考えを深められるようになった。自分の考
えに対して、「なんでこうなるの」と問えるように
なった。

・�今まで、○○したら上手になる。としかとらえて
いなかったが、○○したら上手くなるのはなぜ？
という見方ができて「追求」を実感しました。

� など

問いをもって追求することを味わってきた子どもた
ちは、運動や健康に対して、これまでとは違った見方
や考え方を感じ始めている。一つの事象に対して、問
いを立て自分の考えを深めたり、他の事象へ興味をもっ
たりするなど、立ち止まって再考する姿が見られる。

このような学びを重ねることで、さまざまな事象に
対して、自分なりの納得解をもち、判断し、行動でき
る人になっていくことを期待している。

６　題材観
⑴　本題材の価値

本題材は、子どもたちにとって運動を科学する視点
をもって追求しやすい題材であると考えている。跳び
箱運動の動きは、日常生活ではあまりない動きである
ので、子どもたちにとっては、「なんで」「どうなってい
るの」という疑問を抱きやすい。また、跳び箱の技術
に差があるためそれぞれの動きを比較しやすく、動き

教科で育みたい人間像　「健康や運動を科学する人」
授業者　勝　野　由志雄
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２　学　級　　１年Ｃ組　（１年Ｃ組教室）
３　題材名　　運動のメカニズムを解き明かせ

４　本題材で願う学び
跳び箱を使って飛び跳ねることができるのはなぜだろうかという視点から、跳び箱運動の原理を理解していくこ

とを通して、跳び箱運動に対しての見方を広げ、その時の自分なりの納得解を見いだしていくことができる。
� （学習指導要領との関連：Ｂ器械運動　⑴エ　⑵）

５　これまでの子どもの学び
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そのものの原理に着目して考えられるだろう。このよ
うに、運動を科学する視点から運動種目をとらえるこ
とで、子どもたちは、自分の経験を言語化したり、他
者の意見にふれたりしながら追求し、運動種目そのも
のでなく運動に対しての見方を鍛えていくことができ
るのではないだろうか。

①運動を科学する価値
運動を科学する学びとは、これまでも述べてきてい

るように、運動を行うことが目的ではなく、運動の仕
組みや原理に着目し、追求することで運動に対しての
見方を鍛え、考え方を高めていくことを目的としてい
る。また、運動の仕組みに着目することで、「できる・
できない」で止まっていた子どもたちに対して、一度
立ち止まって考えることを促すことができると考えて
いる。

本題材では、開脚跳びにおける切り返し運動に着目
していきたい。多くの子どもたちは、開脚跳びを行う
ことができても「なぜ開脚跳びが切り返し運動なのか」

「どこで切り返し運動が行われているのか」には、すぐ
に答えることはできないだろう。子どもたちが開脚跳
びの切り返し運動の仕組みについて、問いや自分なり
の考え（仮説）を立てながら検証し、考察することで

「今の自分の技術力や実態に合った自分なりの納得解
（以下納得解）」をもつことを期待している。このよう
に納得解をもつことは、運動に対する考え方の柱を立
てることになる。そして、そのような考えをもつこと
ができた子どもたちは、違う運動種目でも運動の仕組
みや原理を見つけようとしたり、球技や陸上競技など
の運動種目の枠にとらわれずに考えようとしたりする
など学びが広がっていくだろう。また、そのように運
動を科学することを繰り返すことで、運動に対する見
方を変えるだけではなく、さまざまな事象に対して立
ち止まって考えることができるようになるだろう。

②障害物から飛び跳ねるために利用する物へ
開脚跳びは跳び箱運動の中では、最も簡単な技であ

るため多くの子どもたちが技を決めることができる。
しかし、その多くの子どもたちにとって跳び箱は単な
る障害物に感じられることが多い。また、開脚跳びを
学ぶためのものという認識もあるだろう。実際に、跳
び箱の授業を行っていると子どもたちは自然と高い段
の跳び箱に挑戦し始める。これは、同じ跳び方であっ
ても、より高い跳び箱を越えることができた方が達成
感を感じられるためである。それこそが跳び箱を障害
物と認識し、どのように跳び越えていくのかと考えて
いる姿であるだろう。

また、跳び箱は縦向きよりも横向きの方が、跳び越
える距離が短くなるので、跳び越えやすくなる。しか
し、跳び箱の向きを変えると跳び越えることができな
くなってしまう子どもがいる。これは、足を開いて跳
び箱を避けるように跳んでいるため足が引っかかるこ
とで起きてしまう。そのような子どもは、跳び箱を避
けるように跳んでいるため、跳び箱に対して障害物と
いう思いを抱いていると考えられる。

しかし、跳び箱運動における跳び箱の役割は、飛び
跳ねていくために利用するものだと考えている。跳び
箱と似た運動で、跳馬という種目がある。跳馬種目で
は、跳馬を利用して、高く飛び跳ねながら技を決め、
その完成度を競い合っている。つまり、跳び箱運動も
跳馬種目と同様に飛び跳ねていける性質をもつものと
考えている。

本題材では、跳び箱運動を通して、子どもたちが跳
び箱を利用して飛び跳ねることの気づきから、運動の
仕組みを追求していくことで自分の考えを更新してい
く姿を期待したい。

③個人種目であること
運動を科学する学びを行う上で重要なことは、問い

に対して、仮説を立て、条件を整えて根拠をもって納
得解を語り合うことである。そのために、自らの動き
を客観的にとらえることと動きの再現性が高いことが
大切になると考える。

自らの運動を客観的にとらえることで他者の動きと
比較し、共通点や相違点を見いだしやすくなる。また、
動きの再現性が高いことについては、助走・踏み切り・
着手・空中姿勢・着地までの一連の動作において外的
要因からの干渉がないため同じ動きを繰り返しやすく、
自らの動作の分析が容易になるだろう。

運動は、自らの体を使って行うものであるが実際に
動いている時は、無意識のことが多い。逆に意識しす
ぎるとうまく動けないということもある。体育の学習
において、無意識に行っている運動を学習することは
困難であるととらえている。また、そこに外的要因が
加わるような集団種目では、より一層の困難が生まれ
てしまうであろう。

本題材は、個人種目であるため助走・踏み切り・着
手・空中姿勢・着地と動作が連続していても、動作ご
とに区切りながら、分析することが可能であることか
らも、追求活動に適していると考える。そして、外的
要因も少ないため検証活動を行う際に、条件を揃える
ことも容易になる。子どもたちが問いを立て、自分な
りの考え（仮説）をもって検証する時に、条件が曖昧
になってしまったり、個人差が大きくなってしまった
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りすると根拠が弱くなってしまう。追求を通して、子
どもたちが見いだすことができた納得解が根拠に裏付
けされたものであれば、子どもたちは自信をもって議
論に臨めるだろう。

⑵　本題材で願う子どもの姿
本題材で願う子どもの姿は、以下の二つである。
一つめは、事象に対して「どうしたらできるのか」

という視点ではなく「なぜ　なんで」という視点から
運動そのもの原理に着目して、見方を鍛えていこうと
する姿である。跳び箱に出会った子どもたちは、「高さ
のある跳び箱を跳べるようになりたい」「どうしたら跳
び越えることができるだろうか」「跳んだ時に跳び箱か
ら落ちたら怖いからできない」「一回も跳べたことがな
いからできない」などとさまざまな思いを抱くだろう。
そのような思いを抱いた子どもたちが「どうしたらで
きるようになるだろうか」という課題に向かった場合

「できる・できない」に固執し、技能面の向上ばかりに
注目してしまい、それ以外の追求に向かわなくなる可
能性があるのではないだろうか。子どもたちがより深
い追求に向かうためにも、これまでの経験や学習によっ
てわかったつもりになっていることに対して、もう一
度「なぜ　なんで」という視点で立ち止まることを大
切にしていきたい。そして、運動そのものの原理に着
目し考えることで、より深い追求に向かうことができ

るだろう。このように立ち止まり、より深い追求に向
かうことができた子どもたちは、運動に対しての見方
が鍛えられ、運動に対してのかかわり方にも変化が生
まれてくるであろう。

二つめは、問いに対して、納得解をもつ姿である。
子どもたちは、問いに対してさまざまな自分なりの考
え（仮説）をもち、検証し、考察をして問いの答えに
せまろうとするだろう。しかし、そこでは問いに対し
て、一つの答えを導き出すことよりも納得解をもつこ
とが重要である。仮に、その時、子どもたちがもった
視点や出した答えが他者と異なっていても、自分で考
え、答えをもつことができたことに価値があると考え
る。そして、自分で考え、導き出した答えをもつこと
ができた子どもたちは、自然と語り合いたくなり、対
話が生まれてくる。

納得解を一人一人がもつことで級友との対話が生ま
れ、他者の意見と比較したり、共通点を見つけたりす
ることで自らの考えをさらに深めていくことのおもし
ろさを味わっていく。

この題材を学ぶ中で、子どもたちが運動の原理や概
念にふれながら見方を鍛え、納得解を導き出し、探求
し続けていくことを期待している。そして、私たち保
健体育科が育みたい人間像である、運動を科学する中
で自ら考え判断し行動できる人へと成長していくこと
を願っている。

本題材では、子どもたちが「跳べる」「跳べない」と
いう技能面にとらわれるのではなく、「これってどう
なっているのだろうか」と科学的に運動をとらえなが
ら、運動に対しての見方を鍛えていくことができるだ
ろう。そして、そのような見方から納得解を見出し、自
信をもって語っていくことを期待して題材を構想した。

⑴　跳び箱を跳んでみよう～開脚跳びの跳び方～
　　（１～２時）

運動を科学するためには、助走・踏み切り・着手・
空中姿勢・着地の動作について共通理解をもつ必要が

あると考える。そのために、まずは自由に跳び箱を跳
んでもらう。そして、開脚跳びを題材にして、跳ぶた
めのポイントを五つの動作に着目して確認していく。
確認したポイント通りに跳べているのかを撮影して確
認しながら五つの動作についての理解をさらに深めて
いく時間とする。

⑵　自分なりの視点をもつ（３～４時）
子どもたちが、技の習得に意識が向いてしまわない

ように、本題材では開脚跳びに限定する必要があると
考える。そのために、開脚跳びで跳ぶことができてい

７　題材構想（全12時間）

①開脚跳びで跳んでみよう～開脚跳びの跳び方～（１～２時）
②体操選手の開脚跳びと比較してみよう（３～４時）
③なぜ体操選手は飛び跳ねるように跳ぶことができるのだろうか（５～６時）
④自分の仮説を確かめてみよう（７～８時）
⑤確かめたことから仮説をふり返って、自分なりの納得解をもとう（９～10時）
⑥議論を通して、自らの考えを更新しよう（11～12時：本時は11時）

８　題材構想における授業者の考え



－�91�－

保健体育科授業案

る子どもたちの動画をいくつか紹介していく。開脚跳
びで跳べている人であっても、飛び越えるようにして
跳んでいる人や足を一生懸命に開いて跳んでいる人、
腰の位置が高いところまで上がって跳んでいる人など
完成度に違いがあるだろう。また、体操選手の開脚跳
びを紹介することで、同じ開脚跳びなのに自分の飛び
方とは違う印象を抱き、疑問をもつことを期待してい
る。

⑶　問い・仮説・検証・考察（５～10時）
子どもたちの疑問を共有し、問いを立てることで、

追求する中でも必ず立ち返ることができる場所が生ま
れると考えるため、一つの問いを全体で共有していく。

問いを共有した後、自分なりの考え（仮説）をもつ
時間を設け、どのような仮説であれば問いにせまるこ
とができるのかについて問い直していきたい。問いに
つながる仮説を立てることができれば、子どもたちは
自分の考えた仮説が正しいのか確かめたいという思い
を抱くことにつながると考える。そして、仮説を検証
することで新たな疑問にぶつかったり、単元の終盤で
の議論を深めたりしていくことを期待したい。さらに、
検証結果を踏まえて仮説を考察することは、自らの仮
説が確かなものになったり、新たな考えを見いだした
りしていくことになるだろう。

このようにさまざまな根拠にふれ、問いに立ち戻る
ことで、自分なりの納得解をもつようになると考える。

⑷　議論を通して、自らの考えを更新しよう
　　（11～12時）

追求とは、問いに対して、納得解を出せたら終わり
ではなく、常に更新し続けていくものであると考える。
そこで納得解をさらに更新していくために、他者と意
見を交換していく。また、他者に伝えるためには、自
らの考えを整理する必要があるので、ここでもう一度
自分の考えを見つめ直すことができるだろう。そして、
グループで共有を行い、学級全体で議論をするための
準備を行いたいと考えている。これまでの追求の中で
得たものを生かして、議論を深めていく姿を期待した
い。

さらに議論が深まる中で、対話が開脚跳びのみで止
まらず、跳び箱運動に対しての概念が更新されたり、
別の種目との関連を見いだしたりすることも予想でき
る。そして、運動を科学し、見つめることで感覚や勘
といったもので運動に取り組むのではなく、さまざま
な運動の仕組みに着目できる見方を鍛えていくことを
期待する。そして、そのような見方をもって考え、自
ら判断し、行動できる人となることを願っている。

９　予想される子どものあらわれ

時数 活動、問い 子どものあらわれ
１～２ 開脚跳びで跳んでみよう～開脚跳びの跳び方

～
【開脚跳びの基本的な事項を押さえ、跳ぶため
の視点を確認する】

○�「開脚跳びを跳ぶための大切なポイントに
ついて確認しよう」となげかけながら、開
脚跳びを跳ぶためのポイントについて共有
していく。（理論）

○�実際に開脚跳びに挑戦しながら跳び方のポ
イントを確認する。（実践）

○�自分の跳んでいる姿を撮影し、どのように
跳んでいるのかを理解する。（理論）

・�開脚跳びはどのような跳び方だったのだろうか。足
を開いて跳ぶ方法だった。

①助走について
・�助走も全力で走ることで前への推進力を得ることが

できた。
・�勢いが必要だからなるべく速く走るとよかった。
②踏み切りについて
・�踏み切りを強く踏み切ることで勢いをつけることが

できる。
・�ロイター板は両足で踏まないといけない。
③着手について
・�手を跳び箱の奥の方に着くようにするといいと小学

校の頃に習った。
④空中姿勢について
・�目線は前を見るとよいと習った。
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⑤着地について
・�開いた足を閉じて着地することが大事だと習った。

３～４ 体操選手の開脚跳びと比較してみよう
【自分の跳び方と体操選手の跳び方を比べて違
いについて気がつく】

○�自分たちの開脚跳びと体操選手の開脚跳び
を比べることで、跳び越えると飛び跳ねる
の違いに気がついていく。（理論）

○�子どもたちと二つの跳び方の違いについて
話し合いながら「なぜ跳び箱を利用して跳
び跳ねることができるのだろうか」という
追求する問いを確認していく。（理論）

・�自分たちの開脚跳びと比べるとすごく軽く跳んでい
る感じがする。

・�足がすごく伸びている。体操選手の方がふわっとい
う感じで跳んでいる。

・�自分たちの開脚跳びは重たい感じで跳び上がってい
ないように感じる。

・�体操選手はなんであんなに跳び上がっているのだろ
うか。

・�それって跳び上がるのではなくて、跳ねているので
はないか。だから、軽く跳んでいるように見えるの
だろう。

踏み切りの場面

着手の場面

着地の場面

・�踏み切りは両足で、かなり強くロイター板を踏んで
いる。

・�踏んだ際に、かなり音もあるから相当の勢いだと思
う。

・�踏み込んだ後は、斜め45度くらいの方向に体が傾い
ているから上に跳ぶというよりも斜めに跳び上がる
方がいいのか。

・�手を着いた時には跳び箱と体が平行になっている。
・�手は頭より少し前でついているが、跳び箱から離れ

るときは頭が手を追い越している。
・�並行だった体が起き上がるように飛び出しているよ

うに見える。
・�軽く感じたのは、手が離れて体が浮き上がって見え

る。この瞬間があるからだろう。

・�着地のときには、体が完全に起き上がり、足から降
りている。跳び上がった時には頭から跳び箱に向かっ
ていたのに着地では足から降りられるのは不思議だ。
自分なら、頭から落ちてしまいそう。

・�跳べている人でもずっと足が下にある人と、体操選
手と同じように一度跳び箱より上に足が上がる人が
いる。

５～６ なぜ体操選手は飛び跳ねるように跳ぶことが
できるのだろうか
【跳び箱を使って跳ねる必要性についてせまる】
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○�「なぜ跳び箱を利用して跳び跳ねることが
できるのだろうか」という問いに対して、
どのような仮説が考えられるかを話し合っ
ていく。（理論）

○�自分が考えた仮説を説明できるように考え
を整理していく。（理論）

〈仮説について〉
・�助走の勢いをうまく利用しているのだろうか。
・�踏み切りで勢いを落とさないように踏み切っている

から跳んでいるのではないだろうか。
・�腰の高さと頭の高さの違いがポイントになっている

のではないか。腰の位置が高い方がより跳ね上がっ
ていきそうな気がする。

・�手をついた瞬間に跳ね上がっているのだから手で強
く跳び箱を押しているはずだ。そうすると腕力がな
いと跳ね上がることはできないのだろうか。

・�腕力はある程度必要だと思うが、それでも他に飛び
跳ねるためのポイントがありそうだ。

○�自ら考えた仮説を証明するためには、どの
ような方法で検証するとよいのかを考えて
いく。（実践に向けた理論）

○�検証するときの条件など気をつける点を確
認していく。（実践に向けた理論）

〈検証方法について〉
①助走
・�助走の距離が関係していると思うから、助走の距離

を変えて跳んでみよう。でも、助走の距離が長くて
も走っているスピードは自分で調節できるから適し
たスピードがあるのかもしれない。そうなると仮説
は、飛び跳ねるのは適した勢いを利用しているから
になるのかもしれない

・�腰の位置が高い位置に来ないと跳ねることができな
いのではないか。助走で勢いがないと腰が上がって
こないと思う。助走の長さを変えて、勢いの違いを
検証してみよう。

②踏み切り
・�踏み切りで勢いをつけているからまずは踏み切りに

着目してみよう。そして、上に跳ぶのではなく、斜
め前方に跳ぶことで勢いを上手に活用できていると
思うから跳ぶ角度を変えて試してみよう。

・�踏み切りにおいて、手を奥の方につくために上方向
に跳んでいた。けれど、上よりも前に向かって跳ん
だ方が飛び跳ねることができるのかもしれないから
跳ぶ角度について検証してみよう。

③着手
・�一番のポイントは手を着いた後に体が浮いているよ

うに見えるから手の着き方に意味があるのではない
か。手を着く時の姿勢と着く場所、着いている時間
を比べて検証してみよう。

・�手で跳ねていると思うから、手の使い方について検
証してみよう。肘を伸ばした状態と曲げた状態では
どっちがいいだろう。体操選手は、伸ばしているか
ら伸ばした方がいいと思うけど、どうやって押して
いるのだろうか。
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７～８ 自分の仮説を確かめてみよう
【それぞれの仮説の視点を大切に追求する】

○�どのような仮説の下、検証しているのかを
確認しながら進める。（実践）

○検証した結果をまとめる。（実践）

〈検証結果について〉
①助走
・�助走は、勢いをつけることに関しては大事になった

が、距離はあまり関係なかった。
・�助走は跳ねることに直接関係していなかった。

②踏み切り
・�踏み切りの角度は、斜め45度くらいがベストであっ

た。
・�踏み切りのときに、上半身は前方に下半身は上方向

に力が働いていることがわかった。

③着手
・�手をつく時には、肘を伸ばしている必要があること

がわかった。
・�腕で押すのではなく、手首を返すようにする動きで

あることがわかった。

④着地
・�飛び跳ねることができると上半身が起き上がった状

態で着地することができていることがわかった。
・�足だけが先行して、上半身がくの字になっている人

は飛び跳ねることができていないことがわかった。
９～10 確かめたことから仮説をふり返り、自分なり

の納得解をもとう
【自分の仮説に対し、根拠を明確して語る】

○�なぜそのような検証結果になったのかを整
理しておこう。（理論）

○�検証結果から自ら立てた仮説がどのような
ものであったのかについてまとめていく。

（理論）

〈検証した考察例〉
・�助走距離を変えることで、跳ぶための勢いを調整し

て飛び跳ねることができると仮説を立てて検証した
が、助走距離を変えてもあまり効果がないことがわ
かった。助走距離を長くした方が加速する時間が長
くなるため勢いをつけることができた。しかし、勢
いがついても跳ねることができなかった。跳ねるた
めにはべつの要素があると考えられる。

・�踏み切りで強く踏み切り、高く跳び上がれば体操選
手のように飛び跳ねることができると仮説を立てて
検証した。その結果、強く踏み切る必要はあるが、
踏み切り方向が大切であるということがわかった。
ただ、跳び箱を跳び越えるだけなら強く踏み切るだ
けでよいが、跳ねるためには跳び箱の奥の方まで低
い放物線のまま跳ぶ必要があるのではないかと思っ
た。高い放物線を描くように踏み切ってしまうと手
を着いた時に腕に負担がかかってしまったり、ブレー
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　�キをかけてしまったりするため飛び跳ねることがで
きなかった。

・�手を着くときに、跳び箱を強く押すことで飛び跳ね
ていると仮説を立てて検証した。その結果、飛び跳
ねるためには、ある程度の筋力が必要なのではない
かと考えた。なぜなら、強く踏み切ったり、助走距
離を長くしてスピードをつけたりして勢いが大きく
なればなるほど手を着いた際にかかる負担が大きく
なるということがわかったからだ。

・�手を着くときに体がどの方向に向かっているかで飛
び跳ねることができるという仮説を立て検証した。
体操選手は、踏み切った後、上ではなく斜め前方に
向かって跳び上がっている。その跳び上がっている
途中で手を使ってさらに加速しているので飛び上がっ
ているように見える。また、手を着くと同時に上半
身が起き上がっていることがわかる。体が向かう力
の向きを変化させて飛び跳ねているということがわ
かったが、実践は無理だった。

○�考察したことから、問いに対しての自分の
考えをまとめていく。（理論）

〈納得解例〉
①自分の動きに着目して検証した考察
・�自分は、実際に跳び箱を跳べなかったけれど、飛び

跳ねるようになるためには、まずは踏み切りで強く
踏み切り、体が跳び箱の上にくるようにしないとい
けないと思った。

・�自分は、体操選手に近い形で跳べているのだが、最
後のところで飛び跳ねることができない。それは、
手で押すタイミングがズレているのかもしれない。
手を着くとかなり体重が腕にかかってブレーキをか
けてしまっている。

②体操選手の映像を分析して検証した考察
・�体操選手と自分の違いは、筋力ではないかという結

論になった。筋力がどうして必要なのかというと、
やはり手を着く場面で思いっきり跳び箱を押して自
分の体を前から上に向かわせる必要があるからで、
そのことによって飛び跳ねていると考えた。

・�体操選手は、とにかく踏み切りでかなり強く踏み込
んでいることがわかった。つまり、飛び跳ねるポイ
ントは踏み切りにあるのでないかと考えた。

③仲間の動きを分析し比べて検証した考察
・�Ａさんは、跳べているがまったく足が上がっていな

い。つまり、足が上がらなくても跳び箱を跳び越え
ることはできる。しかし、体操選手はさらにそこから
跳ねている。これは、足の位置が頭と同じ位置に上
がっていることが大きな要因になっていると考えた。



－�96�－

保健体育科授業案

・�Ｂさんは、体操選手のように足が高く上がっている
が、着地の時に体が起き上がっていない。それは足
を前に向かわせるタイミングがズレているからで、
それが跳ねるポイントになっていると考えた。

11～12 議論を通して、自らの考えを更新しよう
【これまでの学習を通して、自分なりの納得解
をまとめる】

○�自分の考えをもった上で、仲間と意見を交
換する。（理論）

○�他者の意見を受けて、自らの考えを再度、
整理する。（理論）

〈議論の場面〉
①自分の動きに着目した納得解
・�体操選手が飛び跳ねることができるのは、踏み切り

で強く踏み込んでいるからだと考えた。自分は全く
跳べなかったけど踏み切りを強くするとそこで勢い
が生まれることは検証してわかったから、踏み切り
がカギになっていると思う。

・�跳べている人からすると体を跳び箱と水平にするこ
とは難しかったので、体を跳び箱と水平にするよう
に跳ぶことがポイントだと思う。

②体操選手の映像に着目した納得解
・�体操選手は、とにかく踏み切りがすごい。そして、

その勢いのまま手を着いているからこの２つの動作
がポイントになっていると思う。

・�着地に向かうときに足が水平方向から床に向かって
向きを変えている。そのときに跳び上がっているか
らその動きがポイントになっていると思う。

③他者の動きに着目した納得解
・�動きの違いは、手を着く時間が一番違った。だから、

手を着くことで飛び跳ねていると考えた。
・�手を着いただけでは、跳ねることができないから手

はあくまでも支えで、その前の踏み切りの向きが重
要になっていると考える。

〈最終追求〉
・�なぜ体操選手が飛び跳ねることができるのかという

と、助走や踏み切りで得た勢いを使って腰を頭より
も高い場所にもっていくことで飛び跳ねることがで
きているのだと考えた。頭より腰が高い場合、その
ままだと前方宙返りのように背中の方からマットに
落ちてしまい、開脚跳びにならない。そこで、その
腰が高く上がった勢いを、手を着くことで力の向き
を変換していると考えた。

・�手を着くタイミングだと考えた。なぜなら、体操選
手は、踏み切ったときは上ではなく斜め前方に向かっ
て飛び上がっている。その途中で跳び箱に手を着い
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　�ている。このようなタイミングで手を着くことがで
きるので飛び跳ねることができているのだと考えた。

・�自分は最初、勢いを着手によってさらに付け加えて
いるのだと思っていた。しかし、みんなの意見を聞
いて、勢いは助走と踏み切りで決まっているのでは
ないかと考える。そして、手は多少、勢いを加速し
てくれていると思うが、それ以上に手を着く場面で
体勢が多く変化していることから肘を曲げずに手を
着くことでつっかえ棒のようになってブレーキをか
けるようにして飛び上がっているのだと考えた。

・�今回、飛び跳ねるということを追求してきて自分の
今までの跳び方が違っていたことに気がついた。体
操選手は、助走と踏み切りで生まれた勢いのまま跳
び箱の上を通過していて、その途中、手で思い切り
跳び箱を押すことで体が進む向きが変わっていた。
そのとき、体は跳び箱の上にある状態だったが、自
分の場合は足がずっと跳び箱と同じ高さにあった。
足を開いているからぶつからないが足を閉じたらぶ
つかってしまう。跳び箱は跳んで避けるものだと思っ
ていたが、跳び箱を使って跳ぶことができる人もい
るのだと思った。ただ、跳び箱の跳び方としてどっ
ちが正しいかはわからない。
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